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カケハシ・プロジェクト  

対面同窓会（ワシントン D.C.） 

フォローアップ事業の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】本プログラムは、米国のカケハシ・プロジェクト過去参加者（同窓生）が、日本企業の米国

での活動について学び、また日本文化を経験することで、日本への関心を継続させることを目的に

実施しました。加えて、懇親会で対面交流することで同窓生同士のネットワークをより強化するこ

とを主目的として実施しました。 

 

【参加者】 

⚫ 米国・日本の同窓生（2015年度～2023年度のカケハシ・プロジェクト参加者）計 41名 

内訳：高校生 1名、大学生 6名、大学院生 8名、社会人 26名 

⚫ 来賓 7名  

    ティム・ホワイト 氏（モーリーン・アンド・マイク・マンスフィールド財団） 

 ラン・ディップ 氏（アジア太平洋米国議会研究所） 

 泉美・スウォーツ 氏（米日カウンシル） 

 ガブリエル・レベック 氏（ローラシアン協会） 

 ジャック・シマブクロ 氏（日系アメリカ人市民同盟） 

 エミリー・ジョンソン 氏（ワシントン DC日米協会） 

 ドリュー・トレベリアン 氏（ワシントン DC 日米協会） 

 

【訪問地】米国 コロンビア特別区ワシントン D.C.  

 

【日程】 

◼ 対面同窓会プログラム： 

2023年 12月 2日（土曜日） 

1. 【開会】挨拶 在米日本国大使館 参事官（教育担当） 金城 太一 氏 

【活動紹介】米州住友商事株式会社 ワシントン事務所長 吉村 亮太 氏 

【活動紹介】ダイキン U.S.コーポレーション ディレクター チャーリー・マクラデン 氏 

【プレゼンテーション】同窓生 4名によるプレゼンテーション 

「カケハシの思い出と現在とのつながり、今後のカケハシ同窓生としての展望」 

発表者： ①淺野 和花奈 氏（2015年度大学生派遣 3月第 2 スロット） 

 ②カズマ・パーキンソン 氏（2022年度日系米国人招へい（JACL）） 

 ③ワンタカン・アルケイド 氏（2022年度若手研究者招へい第 2陣） 

 ④ジェイク・テネンバウム 氏（2017年度ビジネススクール招へい第 3陣） 
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2. 懇親会 

【記念撮影】 

【交流】 

【文化体験】茶道体験・焼酎試飲 

 

２．記録写真  

  

【開会】同窓生による司会の様子 【開会】挨拶 在米日本国大使館 参事官（教

育担当） 金城 太一 氏 

  

【活動紹介】ダイキン U.S.コーポレーション 

ディレクター チャーリー・マクラデン 氏 

【プレゼンテーション】同窓生によるプレゼン

テーション 

  

【プレゼンテーション】同窓生によるプレゼン

テーション 

【プレゼンテーション】参加者の様子 
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【記念撮影】 【交流】参加者の交流の様子 

  

【文化体験】茶道体験 【文化体験】焼酎試飲 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 大学生 

今日の同窓会プログラムには非常に感銘を受けました！何を学べるかよく理解できずに参加し

ましたが、参加して本当によかったです。日米関係に対して同じような情熱を持つ学生とつな

がりを持つことができました。また、大使館で日本の外交官の方々と交流するという、またとな

い機会にも恵まれました。私はこの経験に感謝し、カケハシ・プロジェクトとの関係を続けてい

くことを楽しみにしています！ 

◆ 社会人 

昨日のイベントは素晴らしかったと思います！また、抹茶体験と焼酎試飲は、日本の好きな飲

み物にまつわる詳細な情報や技術について学ぶことができる、本当に素晴らしい方法だと思い

ました。 

◆ 社会人 

イベントは本当に楽しかったです。他のカケハシ同窓生で知っている人は、同じプログラムで

一緒に訪日した参加者のみだったので、他のカケハシ同窓生に会うことができて良かったです。

スピーカーの方々も本当に興味深く、彼らの考え方をもっと聞きたいと思いました。 
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４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 協力団体 

プレゼンテーション後の懇親会にて、複数名の参加者より、熱心な質問や興味をいただきまし

た。若者たちが、日本文化や日本企業に対する強い関心を持ってくれていることが感じられまし

た。これまでも、事務所での学生インターンの起用なども含めて、時間が許す限り、このような

交流をしてきましたが、今後も、お互いにメリットがあると信じて、要請あれば参加したいと思

いました。 

 

５．参加者の対外発信（抜粋） 

 

2023年 12月 10日（LinkedIn） 

先月、在米日本国大使館で開催されたカケハシ・

プロジェクトの同窓生イベントに参加し、素晴

らしい時間を過ごすことができました！ 

（中略） 

ダイキンのチャーリー・マクラデン 氏をはじめ

とするゲストスピーカーや、出席していた様々

な卒業生たちとの会話も弾みました。参加した

学生たちの国際交流への情熱が、プログラム終

了後何年経っても衰えることがないのを目の当

たりにし、胸が熱くなりました。これからもカ

ケハシやローラシアン協会の重要なプログラム

を通じて、人と人とのつながりや文化理解を育

んでいきましょう！ 
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2023年 12月 12日（LinkedIn） 

12月 2日、在米日本国大使館で開催されたカケ

ハシ・プロジェクトの同窓会イベントに出席し、

金城 太一 氏、吉村 亮太 氏、チャーリー・マ

クラデン 氏といった著名なスピーカーから、日

米関係やキャリアの展望についての洞察を得る

ことができました！懇親会では、カケハシの同

窓生と知り合うことができ、お互いの日本への

関心を共有し、広報外交官の方とも洞察に満ち

た話をすることができました。 

私のカケハシ・プロジェクトとの関係は、2016

年の高校生の時にカケハシ・プログラムに参加

したことから始まりました！その機会を与えて

くれたことに感謝し、10年近く経った今、カケ

ハシの同窓生コミュニティに謙虚に貢献してい

る自分に気づきました。これからも、カケハシ

同窓生のネットワークに参加し、深めていきた

いと思います！ 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


